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高岡市の住宅・住環境の現状と課題

高岡市の総人口

昭和60年(1985年)を
ピークに減少傾向

令和2年(2020年)の
総人口は166,393人

世帯数の増加
1世帯当たりの人員は
2.54人

・日本全体の課題 人口減少
→まち・コミュニティの衰退、空き家の増加など …市の存続の危機につながる
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高岡市の住宅・住環境の現状と課題

高齢化率
昭和60年(1985年)12.6％→令和２年(2020年) 34.6％
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住宅ストック数の推移（旧福岡町との合算値）

住宅総数は増加傾向にあり、2023年（令和５年）で76,320戸、
内訳は居住世帯ありが64,080世帯で、居住世帯なしが12,240戸となっている。
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（総務省「住宅・土地統計調査」）
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高岡市の空き家の状況

高岡市の空き家率は15.5%(2023年)…全国、県と比較して高い

(高岡市)

（全国）
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空き家数及び空き家率の推移（総務省「住宅・土地統計調査」）
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高岡市の住宅政策の目標と方向性について

・高岡市では、急激な人口減少、市街地の低密化、空き家率の
上昇、高齢者割合の増加などの課題に対応するため、持続可能
なコンパクトなまちづくりを進める
・住宅施策については、居住の誘導を図る区域への支援、空き
家(中古住宅)を中心とした支援への転換

住宅施策の目標（高岡市住生活基本計画）

◇基本目標:
①自分らしく暮らせる住まいと住環境づくり（ひと）
②良質で多様な住まいづくり（いえ）
③魅力ある住環境づくり（まち）

◇基本理念:だれもが 住み続けられる 住まいと住環境の実現

住宅施策の方向性
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①少子高齢化への対応
子育て期から高齢期まで安心して住み続けられ、

より自分らしく暮らせる住まいづくり
②増加する空き家、空き地への対応

空き家・空き地の適正管理と利活用の促進等、
総合的な空き家対策の推進

③移住・定住に向けた取り組み
お互いに支え合う地域コミュニティの維持・強化に向けた

移住・定住の促進
特に・・・
市街地中心部での交流拠点としての役割低下
空洞化対応としてのまちなかの居住推進
分散化した市街地の生活利便性の向上

重点施策

高岡市の住宅政策について
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居住誘導区域

住宅取得支援
（定住促進）

子育て支援
移住支援

空き家
対策

支援事業は
１つの目的だけ
ではなく
複合的に対応

住宅支援策の考え方

まちなか
区域

市内全域

コンパクトで
持続可能なまちづくり
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〈まちなか区域〉〈居住誘導区域〉

子育て・UIJターン･新婚世帯

〈市内全域〉

空
き
家
対
策 戸建て賃貸住宅改修（賃貸住宅化に向けた改修を行う所有者）

（子育て・ UIJターン・新婚）空き家情報バンク登録物件購入★

〈市外・県外〉

空家等
対策事業

たかおか空き家除却
老朽危険空き家除却

空
き
家
対
策

（用途地域内・旧耐震基準／市内全域・老朽空き家）

特定空家等除却
除
却

住
宅

取
得
活
用

たかおか暮らし支援事業
（新築／中古住宅／中古マンション／
建売〈要認定〉／分譲マンション〈要認定〉）

全世帯

住宅支援加算
･若年子育て ･29歳以下新婚
･若年UIJ ･子育て世帯の三世代同居
･多世帯同居

〈★の支援の対象者〉

（三世代同居／耐震／エコ）リフォーム支援★

住宅取得支援★

引
越 結婚新生活支援 (新婚世帯・業者を利用した引越費用)

木造住宅耐震改修支援
（木造二階建・旧耐震基準・在来軸組工法）

改
修
危険ブロック塀等除却支援（道路に面する部分）

Ｒ８年度 空き家対策・定住促進施策

まちぐるみ空き家対策危険防止支援事業危
険

防
止 （自治会向け支援）

隣接土地取得
空
き
家

対
策

土
地

取
得

（居住誘導区域では
空き家除却と併用）空き家除却（隣接土地上）

流
通

促
進 空き家おかたづけ支援事業

＜同一中学校区＞
・被災者引越支援事業
・被災者新生活応援事業
＜市内全域＞
・被災者転入支援事業
・被災住宅等除却支援事業
・被災木造住宅耐震改修支援事業
・液状化被害宅地復旧支援事業
・被災住宅沈下傾斜対策支援事業

（家財道具等の片付け、樹木の伐採・処分、清掃料等）

住
宅

取
得

改
修

・高岡市移住促進サイト
「あっ、たかおかで暮らそう」
(web､フェイスブック､LINE)
・移住・定住ホットライン
・高岡市移住支援金
・たかおかｳｪﾙｶﾑ移住支援金
・たかおかｳｪﾙｶﾑｻﾎﾟｰﾄ隊
・移住新婚世帯家賃支援金
・とやま呉西圏域ｳｪﾙｶﾑｻﾎﾟｰﾄ
事業（連携事業）



居住誘導区域 （※「デジマップ＠たかおか」を参照）
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まちなか区域
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なぜ空き家が増えてるの?

①人口減少（少子高齢化）

②既存の住宅、建物の老朽化

③住まいの社会的ニーズの変化

〈主な原因〉
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空き家が増えるとどうなる?

管理不全の空き家による様々なまちへの悪影響

・治安の悪化

・管理不全な空き家による周囲への悪影響

(草木が生い茂り、害虫が発生したり、ゴミの不法投棄の誘発）

(建物の倒壊等により地域の安全を脅かす恐れ）

草木の繁茂

害虫の発生

ごみの
不法投棄の
誘発
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将来の空き家の推定値

民間の調査(野村総合研究所の発表2024年6月)
では、2043年には空き家率約25%

住宅４軒に１軒は空き家の状態になると推計し
ている。

約４軒に１軒は空き家
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空き家に特化した法律がなかったため、高岡市はH25年に条例等を
制定し、所有者等に適切な管理を促すために必要な助言・指導等を
行ってきた｡【H25高岡市老朽空き家等の適正な管理に関する条例】

しかし、近年の空き家の増加に伴い、適切な管理が行われていない
空家等が、防災・衛生・景観等の地域住民の生活環境に深刻な影響
をおよぼしてきた。

【H27 空家等対策の推進に関する特別措置法】

【H30高岡市空家等の適切な管理及び活用に関する条例】(全部改正)

条例から空き家特措法へ

【R5 空家等対策の推進に関する特別措置法の改正】

(さらなる空き家増加への対応)

(国の深刻な問題へ)
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空き家問題を解消していくために

①基本指針の策定（国）

②各種援助（都道府県）

③空き家対策計画の策定と実施（市町村）

〈空き家対策特別措置法〉（平成２７年施行）

④適正管理等（所有者等）

【R5 空家等対策の推進に関する特別措置法の改正】

(さらなる空き家増加への対応)
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空き家特措法改正のポイント

近年、空き家の数は増加→今後、更に増加が見込まれる

・特定空家等の除却等の更なる促進
・周囲に悪影響を及ぼす前の段階から
空家等の有効活用、適切な管理 など

空き家対策を総合的に強化する

空家等の発生 管理不全空家等 特定空家等

悪化の防止活用 除却等

ʬ状態ʭ【良】 【悪】
所有者等の責務強化
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空家等

建物又はこれに付属する工作物であって居住その他の
使用がなされていないことが常態であるもの及びその敷
地をいう

ただし、国又は地方公共団体が所有し、又は管理する
ものを除く

空家等・管理不全空家等とは

管理不全空家等

適切な管理が行われていないことによりそのまま

放置すれば特定空家等に該当することとなるおそれ

のある状態にあると認められる空家等
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①そのまま放置すれば、倒壊等著しく保安上危険となる
おそれのある状態 （基礎の不同沈下・柱の傾斜・屋根外壁材の飛散）

②そのまま放置すれば、著しく衛生上有害となるおそれ
のある状態 （排水等の臭気・ごみ等の放置・多数の蠅・蚊等の発生）

③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を
損なっている状態 （落書き・多数のガラス割れ・建物を覆う立木等）

④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置する
ことが不適切な状態（立木の道路等へのはみ出し・シロアリ大量発生）

特定空家等とは
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高岡市空家等対策計画の策定

・高岡市空家等対策協議会(法定協議会)の設置

・空家等対策を総合的かつ計画的に実施

１ 空き家化の防止(所有者への啓発)

２ 空き家の流通・活用促進

３ 管理不全な空家等の防止、解消

４ 空家等に係る跡地の活用

【住まいの状態】
利用中
↓

空き家の発生
↓

空き家の管理不全状態
↓

除却・跡地活用
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事業目的
１・空き家の利活用の促進

+移住・定住支援
２・危険な空き家の減少および発生の抑制

活用補助支援（居住誘導区域）
■高岡市空き家バンク住宅取得支援事業
（取得費の5％ 最大20万円+※加算）

■高岡市空き家賃貸活用支援事業
（対象費の1/3 最大20万円）

除却補助支援
■老朽空き家除却支援事業【市内全域】
・老朽危険空き家
（工事費1/2 上限50万円）
・特定空家等
(工事費4/5(特例9/10)上限400万円)

■たかおか空き家除却支援事業
①旧耐震基準【用途地域】
②老朽空き家【市内全域】
（工事費1/3 上限20万円）

※若年子育て世帯・若年UIJターン世帯・子育て世帯
の三世代同居・29歳以下の新婚世帯 10万円の加算

※【フラット35】利子低減

空き家に対する取組み(空家等対策事業)

危険防止措置支援【市内全域】
■まちぐるみ空き家対策危険防止支援事業
(※地域の住民に危害を及ぼすおそれのある空家等への対応)
①安全を確保するための緊急的な措置
②衛生を確保するための緊急的な措置
➂適正管理に向けた取組み
④財産管理制度等の活用

（対象事業費の9/10（上限40万円/年））

■高岡市空き家おかたづけ支援事業（市内全域）
（対象費の1/2 最大10万円）

2026/2/12
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コンパクトで持続可能なまちづくりに向けた取組
・たかおか空き家除却支援事業
目的:居住環境の改善、管理不全な空家等の発生防止

（※「デジマップ＠たかおか」を参照）

補助の要件
対象者 空き家の所有者等

対象建物 昭和56年５月以前に着工された住宅(旧耐震基準)

対象区域
高岡市内の用途地域内(※)
重要伝統的建造物群保存地区を除く

対象工事
対象建物の除却工事

（敷地内のすべての工作物・樹木・動産等を除却し、更地とすること）

補助金額 上限20万円(除却工事費の1/3)

申請時期 工事着工前
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・空き家おかたづけ支援事業
目的:空き家の残置物や敷地内の樹木の繁茂により、売却や賃貸でき

ないといった問題を解消し、高岡市空き家・空き地情報バンク
の登録による空き家の流通促進を図るもの。

補助の要件
対象者 空き家の所有者等（個人）

対象物件 本事業を利用して、高岡市空き家・空き家情報バンクに登録する
空き家

対象区域 市内全域

対象費用 家財道具等の片付け費用、住宅敷地内の樹木などの伐採・処分
及び住宅部分の清掃費用等の費用

補助金額 上限10万円（補助率1/2）

2026/2/12
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目的:自治会が空き家問題に対し、積極的に関わるきっかけとなり、空き家所
有者等と自治会とのつながりを強め、地域から適切な管理を促すような
働きかけや空き家を放置しにくい地域づくりの促進を図る。

コンパクトで持続可能なまちづくりに向けた取組

まちぐるみ空き家対策危険防止支援事業 (Ｒ６～)

補助の要件

対象者 管理不全な空家等の存する地域の自治会
対象物件 地域の住民等に危害を及ぼすおそれのある空家等

対象費用

①安全を確保するための緊急的な措置
②衛生を確保するための緊急的な措置
➂適正管理・利活用に向けた取組み
④財産管理人制度等の活用

対象金額 上限40万円(補助対象経費の9/10)

R8年度
拡充



コンパクトで持続可能なまちづくりに向けた取組

まちぐるみ空き家対策危険防止支援事業 (Ｒ６～)

補 助 金
交付対象
事 業

①
安全を確保するため
の緊急的な措置

(※所有者等の同意が必要)

②
衛生を確保するための

緊急的な措置
(※所有者等の同意が必要)

➂
適正管理・利活用に
向けた取組み

④
財産管理人制度等

の活用

補助対象
費用

・危険等を回避する
ための工事費用
(撤去､除却、補修､
飛散物防止対等）

・特定空家等の建物
除却後の残置物の
撤去等の費用

※業者に依頼したもの

・蜂等の害虫駆除

・空家等の敷地内の
除草・樹木の伐採
に係る費用等

・敷地内の放置物の
処分等

※業者に依頼したもの

・司法書士・弁護士
等への相談料、相
続人調査費用

・住民や所有者等へ
の啓発にかかる費
用等

※交通費・旅費、備品購入
費、光熱水費、通信料(切
手除く)等は補助対象外

・不在者財産管理人、
相続財産管理人等
の申立て費用等
(申立手数料､予納
金)

※ 空き家１件につき、①～④の措置は各１回限り 上限40万円/年度

→住宅の形状に変化を
与えるもの →住宅の形状に変化を

与えないもの

R8年度 拡充の内容



・空き家・空き地※情報バンクの設置（H20～）
登録件数 累計715件、契約成立件数 397件
※令和８年3月31日時点 （※H30年度から空き地情報を追加）

利活用施策

・高岡市空き家活用推進協議会の設立（H24～）

購入希望者
賃借希望者

売却希望者
貸借希望者

相談

情報
提供

啓発

相談

情報
提供

啓発

(公社) 富山県宅地建物取引業協会高岡支部
(公社) 富山県建築士会高岡支部
富山県司法書士会高岡支部
富山県土地家屋調査士会高岡支部

構成団体

富山県 高岡市情報交換・連携

相
談

支
援

提
案

支
援

相
談

〈事業内容〉
・住まいの総合相談所の実施及び周知広報 ・ホームページの作成、管理による空き家情報の提供
・意見交換会や研修の実施による相談体制の充実・セミナー開催による空き家問題への啓発活動
・空き家の維持管理サービスの提供 ・空き家活用会議や町内会懇談会を通じた行政への政策提案
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高岡市空き家・空き地情報バンク

登録件数 累計715件
契約成立件数 397件

※令和８年３月31日時点

※H30年度から
空き地情報を追加
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贈与・売却・賃貸として運用

ご家族で相続や譲渡先の検討
売却・賃貸、隣地との一体利用など

活用について具体的に考えましょう。

● 相続 生前贈与や遺言書の作成
● 譲渡 譲渡先の検討 （親族やお隣さん）

● 売却・賃貸 不動産会社に相談

空き家の活用についての相談窓口
高岡市空き家活用推進協議会
☎（0766）25-0021

空き家にしないためにはどうすればいいの?
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①周知啓発
・市の広報誌｢市民と市政｣
ホームページ
パンフレット等

・建物所有者等へのお知らせ

②相談窓口の紹介
・高岡市空き家活用推進協議会
(相続手続きや土地･建物売却等の相談)

・弁護士法律相談案内

今後の空き家対策・対応

空き家は個人の資産であり､所有者等の適正な管理が必要!

発行:高岡市発行/制作:株式会社サイネックス
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相談窓口

・空き家を売りたい、買いたい、借りたい

・空き家の管理ができない

高岡市空き家活用推進協議会
☎（0766）25-0021

・近所に管理されていない危険な空き家がある
・空き家・空き地情報バンクに登録したい

建築政策課 ☎ (0766)30-7291

・空き家の樹木や雑草などの繁茂に関すること
環境政策課 ☎ (0766)22-2144
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ありがとうございました
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